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⚑．はじめに
唐古・鍵遺跡および周辺の遺跡で出土した弥生時代から古墳時代の木製品の樹種を報告する。こ

こで報告するのは田原本町教育委員会に保管されている木製品369点であり、唐古・鍵遺跡の資料が

313点、羽子田遺跡の資料が46点、笹鉾山古墳群の資料が⚑点、十六面・薬王寺遺跡の資料が⚔点、

小阪里中遺跡の資料が⚒点、清水風遺跡の資料が⚒点、保津・宮古遺跡の資料が⚑点である（第⚑・

⚒表）。木製品は、PEG含浸法やラクチトール・トレハロース含浸法で保存処理されているものがほ

とんどで、表面を熱湯に浸して顕微鏡観察用の切片を採取した。

⚒．方法
顕微鏡観察用の切片にあたっては、熱湯で表面を軟化したのちに、原則として片刃カミソリで横

断面、放射断面、接線断面の切片を作成し、それをガムクロラール（抱水クロラール50ｇ、アラビ

アゴム粉末40ｇ、グリセリン20柔、蒸留水50柔の混合物）で封入して同定用プレパラートとした。

保存処理されている資料では、破壊を少なくするため、広葉樹では横断面のみ、針葉樹では放射断

面のみ採取した資料もある。プレパラートには、NAR－101〜NAR－472（⚓点欠番）の番号を付

した。これらのプレパラートは東北大学植物園に保管されている。

⚓．結果
資料369点中には、針葉樹⚕分類群、広葉樹21分類群が認められた（第⚑・⚒表）。以下には木材

解剖学的な記載をおこない、代表的な標本の顕微鏡写真を提示して、同定の根拠を示す。

⚑．モミ属 Abies マツ科 写真⚑：1c（枝・幹材，NAR－466）

垂直・水平樹脂道を欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やか。放射柔細胞には単壁孔が著

しく、垂直壁は結節状。放射組織は柔細胞のみからなり、分野壁孔はごく小型のスギ型で⚑分野に

⚒〜⚓個。

⚒．コウヤマキ Sciadopitysverticillata(Thunb.)SieboldetZucc.コウヤマキ科 写真⚑：2a–2c
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（枝・幹材，NAR－460）

垂直・水平樹脂道を欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材はやや多い。放射組

織は柔細胞のみからなり、分野壁孔は水平に開く窓状で⚑分野に⚑（〜⚒）個。
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⚓．ヒノキ Chamaecyparisobtusa(SieboldetZucc.)Endl.ヒノキ科 写真⚑：3b–3c（枝・幹

材，NAR－465）

垂直・水平樹脂道を欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材は少ない。早材の終

わりから晩材に樹脂細胞が散在する。放射組織は柔細胞のみからなり、分野壁孔は中型のトウヒ型

で⚑分野に⚒個。

⚔．イヌガヤ Cephalotaxusharringtonia(KnightexForbes)K.Koch イヌガヤ科 写真⚑：4a–

4c（枝・幹材，NAR－464）

垂直・水平樹脂道を欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材は少ない。樹脂細胞

が年輪内に散在する。仮道管の内壁に斜めに不規則に走るらせん肥厚がある。放射組織は柔細胞の

みからなり、分野壁孔はごく小型のトウヒ型で⚑分野に⚒〜⚓個。

⚕．カヤ Torreyanucifera(L.)SieboldetZucc.イチイ科 写真⚑：5a–5c（枝・幹材，NAR－456）

垂直・水平樹脂道を欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材はやや多い。仮道管

の内壁には⚒〜⚓本ずつまとまって走るらせん肥厚がある。放射組織は柔細胞のみからなり、分野

壁孔はごく小型のトウヒ型で⚑分野⚒〜⚓個。
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⚖．クスノキ Cinnamomumcamphora(L.)J.Preslクスノキ科 写真⚑：6a–6b（枝・幹材，

NAR－467）

大型〜小型で丸い道管が単独あるいは⚒〜⚓個放射方向に複合して、年輪内で小型化しながら、

疎らに散在する半環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は上下端の⚑（〜⚒）列が直立する異性で

⚒〜⚓細胞幅、不規則に層階状に配列する。周囲状の木部柔組織と放射組織の直立部にはしばしば

大型の油細胞がある。

⚗．サイカチ GleditsiajaponicaMiq.マメ科 写真⚑・⚒：7a–7c（枝・幹材，NAR－305）

大型〜中型で丸い道管が単独あるいは⚒〜⚓個放射方向に複合して徐々に小型化しながら疎らに

散在し、晩材では小道管が数個集まって放射方向にのびる塊をなす半環孔材。道管の穿孔は単一で、

小道管の内壁にはらせん肥厚がある。木部柔組織は周囲状で、晩材で連合翼状。放射組織は同性で

⚔細胞幅位。

⚘．モモ AmygdaluspersicaL.バラ科 写真⚒：8a–8c（枝・幹材，NAR－275）

中型で丸い道管がほぼ単独で年輪のはじめに⚓列ほど配列し、晩材では小型で丸い道管が単独あ

るいは⚒〜⚓個放射方向に複合して放射方向〜斜めに連なる傾向をみせて散在する半環孔材。道管

の穿孔は単一で、内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は上下端の⚑〜⚓列が直立する異性で⚔細

胞幅位。

⚙．サクラ属（広義） Prunuss.l.バラ科 写真⚒：9a–9b（枝・幹材，NAR－233）

小型で丸い道管が単独あるいは⚒〜⚓個放射方向に複合して斜めに連なる傾向をみせて散在する

散孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は上下端の⚑〜⚔列が直立する異性で⚗細胞幅位。

10．ナシ亜科 Subfam.Maloideae バラ科 写真⚒：10a–10c（枝・幹材，NAR－418）

小型で丸い孤立道管が均一にやや密に散在する散孔材。道管の穿孔は単一。木部柔組織は短接線

状、しばしば大型の菱形結晶が連なる。道管の穿孔は単一。放射組織は上下端の⚑〜⚕列が直立す

る異性で⚒細胞幅。

11．ニレ属 Ulmus ニレ科 写真⚒：11a–11c（枝・幹材，NAR－348）

年輪のはじめに大型で丸い道管がほぼ単独で⚒列ほど配列し、晩材ではごく小型の道管が集合し

て斜め〜接線方向の帯をなす環孔材。道管の穿孔は単一。木部柔組織にはしばしば菱形結晶が連な

る。放射組織は同性で⚕細胞幅位。

12．ケヤキ Zelkovaserrata(Thunb.)Makino ニレ科 写真⚒：12a–12c（枝・幹材，NAR－461）

年輪はじめにごく大型でやや角張った孤立道管が1列に配列し、晩材ではごく小型の道管が集合し

て接線方向の帯をなす環孔材。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組

織は上下端の⚑列が直立する異性で⚕細胞幅位、直立部にはしばしば大型の菱形結晶をもつ。
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13．エノキ属 Celtis アサ科 写真⚒・⚓：13a–13b（枝・幹材，NAR－255）

年輪のはじめに大型で丸い道管がほぼ単独で⚒列ほど配列し、晩材ではごく小型の道管が塊をな

して斜めに連なる傾向をみせる環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は上下端の⚑〜⚓列が直立す

る異性で10細胞幅位、鞘細胞をもつ。

14．クワ属 Morus クワ科 写真⚓：14a–14c（枝・幹材，NAR－253）

やや大型で丸い道管が単独あるいは⚒〜⚓個複合して年輪のはじめに⚑〜⚒列ほど配列し、晩材

では小型で丸い道管が単独あるいは⚒〜⚔個放射方向に複合して斜めに連なる傾向をみせて散在す

る半環孔材。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組織の上下端の⚑〜

⚒列が直立する異性で⚔細胞幅位。

15．コナラ属クヌギ節 Quercussect.Aegilops ブナ科 写真⚓：15a（枝・幹材，NAR－269）

年輪のはじめにごく大型で丸い孤立道管が⚒列ほど配列し、晩材ではやや急に径を減じたやや小

型で丸い厚壁の孤立道管が放射方向に配列する環孔材。木部柔組織は晩材でいびつな接線状。放射

組織は単列で小型のものと大型で複合状のものとからなる。

16．コナラ属コナラ節 Quercussect.Prinus ブナ科 写真⚓：16a（枝・幹材，NAR－270）

クヌギ節に似る環孔材で、晩材の小道管は薄壁で小さく火炎状に配列する。

17．イチイガシ QuercusgilvaBlume ブナ科 写真⚓：17a（枝・幹材，NAR－173）

最大直径220鎖以上のごく大型で丸い孤立道管が放射方向に配列する放射孔材。木部柔組織はいび

つな接線状。放射組織は単列で小型のものと大型で複合状のものとからなる。

道管の最大直径が200鎖以上で220鎖未満のものはイチイガシの可能性が高いが、他のアカガシ亜

属の種の可能性も否定できないのでイチイガシ？とした。

18．コナラ属アカガシ亜属 Quercussubgen.Cyclobalanopsis ブナ科 写真⚓：18a（枝・幹材，

NAR－229）

直径が200鎖未満の丸いやや大型の孤立道管が放射方向に配列する放射孔材。

19．ミツバウツギ StaphyleabumaldaDC.ミツバウツギ科 写真⚓：19a–19c（枝・幹材，NAR

－157）

小型で丸い孤立道管が均一にやや疎らに散在する散孔材。道管の穿孔は30段ほどの階段状。放射

組織は上下端の⚓列ほどが直立する異性で4細胞幅位。

20．トチノキ AesculusturbinataBlume ムクロジ科 写真⚓：20a–20c（枝・幹材，NAR－271）

小型で丸い道管が単独あるいは⚒〜⚓個放射方向に複合してやや密に均一に散在する散孔材。道

管の穿孔は単一で、内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は単列同性で層階状に配列する。

―147―

Ⅳ．資料の報告



21．ムクロジ SapindusmukorossiGaertn.ムクロジ科 写真⚓・⚔：21a–21c（枝・幹材，NAR

－208）

大型で丸い道管がほぼ単独で年輪はじめに⚑列に配列し、晩材ではごく小型で薄壁の道管が放射

方向にのびる塊をなして散在する環孔材。道管の穿孔は単一で、内壁にはらせん肥厚がある。木部

柔組織は晩材で翼状〜帯状。放射組織は同性で⚓細胞幅位。

22．キハダ？ PhellodendronamurenseRupr.？ ミカン科 写真⚔：22a–22c（枝・幹材，NAR

－561）

年輪のはじめにやや大型で丸い道管が⚒列ほど配列し、晩材では小型の道管が斜めに連なるよう

に見える環孔材。放射組織は同性で⚕細胞幅位。

23．サカキ CleyerajaponicaThunb.サカキ科 写真⚔：23a–23c（枝・幹材，NAR－288）

ごく小型で角張った孤立道管が均一に密に散在する散孔材。道管の穿孔は50段ほどの階段状。放

射組織は単列異性。

24．カキノキ属 Diospyros カキノキ科 写真⚔：24a–24c（枝・幹材，NAR－215）

中型で厚壁の丸い道管が単独あるいは⚒〜⚓個放射方向に複合して、ごく疎らに散在する散孔材。

道管の穿孔は単一。木部柔組織は接線状。放射組織の上下端の⚒〜⚔列ほどが直立する異性で⚒細

胞幅、層階状に配列する。

25．ツバキ属 Camellia ツバキ科 写真⚔：25a–25c（枝・幹材，NAR－231）

小型で丸い孤立道管が年輪のはじめに⚓列ほど配列し、晩材ではさらに小型化した孤立道管がや

や密に散在する散孔材。道管の穿孔10段ほどの階段状。放射組織は上下端の⚒〜⚕列ほどが直立す

る異性で⚒〜⚓細胞幅位、直立部にはしばしば大型の菱形結晶をもつ。

26．モチノキ属 Ilex モチノキ科 写真⚔：26a–26c（枝・幹材，NAR－274）

やや小型で角張った道管が単独あるいは⚒〜⚓個放射方向に複合して、やや疎らに散在する散孔

材。道管の穿孔は30段ほどの階段状。放射組織は上下端の⚒列ほどが直立する異性で⚕細胞幅位の

ものと、直立細胞からなる単列のものとからなる。

⚔．考察
唐古・鍵遺跡および周辺の遺跡から出土した木製品の樹種では、鋤鍬と、その柄、泥除にイチイ

ガシとイチイガシ？が多用されており、同定できた資料の半数以上を占めていた（第⚑・⚒表）。そ

の他の樹種としては、クヌギ節が一木鋤と平鍬に、ツバキ属が組合せ鋤に、ムクロジが平鍬に使わ

れていた。柄はイチイガシをはじめとするアカガシ亜属が多いもののサカキやクワ属も使われていた。

その他では、田下駄にヒノキ科が、横槌にナシ亜科とツバキ属が、竪杵にクヌギ節とアカガシ亜属

が、小型臼にクワ属とトチノキが、木錘にクヌギ節やコナラ節、アカガシ亜属が多用されていた。
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写真⚑．唐古・鍵遺跡と周辺遺跡出土木製品類の顕微鏡写真（1）
1c：モミ属（枝・幹材，NAR-466），2a–2c：コウヤマキ（枝・幹材，NAR-460），3b–3c：ヒノキ（枝・幹材，
NAR-465），4a–4c：イヌガヤ（枝・幹材，NAR-464），5a–5c：カヤ（枝・幹材，NAR-456）， 6a–6b：クスノ
キ（枝・幹材，NAR-467），7a–7b：サイカチ（枝・幹材，NAR-305）．a：横断面（スケール＝200µm），b：接
線断面（スケール＝100µm），c：放射断面（スケール＝25µm）．
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写真2．唐古・鍵遺跡と周辺遺跡出土木製品類の顕微鏡写真（2）
7c：サイカチ（枝・幹材，NAR-305），8a–8c：モモ（枝・幹材，NAR-275），9a–9b：サクラ属（広義）（枝・幹
材，NAR-233），10a–10c：ナシ亜科（枝・幹材，NAR-418），11a–11c：ニレ属（枝・幹材，NAR-348），12a–
12c：ケヤキ（枝・幹材，NAR-461），13a：エノキ属（枝・幹材，NAR-255）． a：横断面（スケール＝200µm），
b：接線断面（スケール＝100µm），c：放射断面（スケール＝50µm）．
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写真3．唐古・鍵遺跡と周辺遺跡出土木製品類の顕微鏡写真（3）
13b：エノキ属（枝・幹材，NAR-255），14a–14c：クワ属（枝・幹材，NAR-253），15a：コナラ属クヌギ節（枝・
幹材，NAR-269），16a：コナラ属コナラ節（枝・幹材，NAR-270），17a：イチイガシ（枝・幹材，NAR-173），
18a：コナラ属アカガシ亜属（枝・幹材，NAR-229），19a–19c：ミツバウツギ（枝・幹材，NAR-157），20a–
20c：トチノキ（枝・幹材，NAR-271），21a–21b：ムクロジ（枝・幹材，NAR-208）．a：横断面（スケール＝200
µm），b：接線断面（スケール＝100µm），c：放射断面（スケール＝50µm）．
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写真4．唐古・鍵遺跡と周辺遺跡出土木製品類の顕微鏡写真（4）
21c：ムクロジ（枝・幹材，NAR-208），22a–22c：キハダ？（枝・幹材，NAR-561），23a–23c：サカキ（枝・幹
材，NAR-288），24a–24c：カキノキ属（枝・幹材，NAR-215），25a–25c：ツバキ属（枝・幹材，NAR-231），
26a–26c：モチノキ属（枝・幹材，NAR-274）．a：横断面（スケール＝200µm），b：接線断面（スケール＝100
µm），c：放射断面（スケール＝50µm）．
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第⚓表 資料一覧
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